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ABSTRAK 

 

Ahmad Hilmi Fuadi. 2026. Analisis Diksi Konotatif Dalam Novel Konbini Ningen 

Karya Sayaka Murata : Sebuah Kajian Semantik. Skripsi. Prodi Pendidikan Bahasa 

Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta.  

 

Penelitian ini menganalisis diksi konotatif dalam novel Konbini Ningen karya 

Sayaka Murata menggunakan kajian semantik. Tujuan penelitian adalah 

mendeskripsikan makna dan jenis-jenis diksi konotatif yang digunakan dalam novel 

tersebut. Penelitian ini menggunakan metode kualitatif deskriptif dengan teknik 

simak dan catat. Data dikumpulkan langsung dari novel Konbini Ningen versi bahasa 

Jepang. Landasan teori yang digunakan mencakup fitur semantik (imitokuchou) 

dalam semantem (igiso) oleh Sutedi (2011) serta teori jenis diksi konotatif oleh Chaer 

(2021). Hasil penelitian terhadap 31 data menunjukkan adanya 8 data bermakna 

konotatif positif, 20 data konotatif negatif, dan 3 data konotatif netral. Makna 

konotatif negatif menjadi jenis yang paling dominan, yang umumnya 

merepresentasikan keterasingan tokoh utama, konflik batin, serta kritik terhadap 

norma sosial. Sebaliknya, konotasi positif muncul pada momen penerimaan diri, 

sementara konotasi netral digunakan untuk menegaskan keadaan tanpa kesan 

emosional tertentu. Penelitian ini diharapkan dapat memberikan pemahaman 

mengenai peran diksi konotatif dalam memperkaya gaya bahasa sekaligus 

merefleksikan realitas sosial dalam novel tersebut. Untuk penelitian selanjutnya, 

disarankan menelaah aspek semantik lain seperti makna leksikal, relasi makna, atau 

ambiguitas guna memperoleh gambaran makna bahasa yang lebih komprehensif. 

 

Kata Kunci: Semantik, Makna Konotatif, Diksi, Konbini Ningen, Sayaka 

Murata 
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ABSTRACT 

 

Ahmad Hilmi Fuadi. 2026. An Analysis of Connotative Diction in Sayaka Murata’s 

Novel Konbini Ningen: A Semantic Study. Undergraduate Thesis. Japanese 

Language Education Study Program. Faculty of Languages and Arts. Universitas 

Negeri Jakarta. 

 

This research analyzes connotative diction in Sayaka Murata's novel Konbini Ningen 

using a semantic approach. The study aims to identify the meanings and types of 

connotative diction used within the novel. This research employs a descriptive 

qualitative method with note-taking and observation techniques. Data were collected 

directly from the original Japanese version of Konbini Ningen. The theoretical 

frameworks applied are the semantic features (imitokuchou) in semantemes (igiso) 

theory by Sutedi (2011) and the types of connotative diction by Chaer (2021). The 

results, based on 31 identified data points, show 8 data of positive connotation, 20 

data of negative connotation, and 3 data of neutral connotation. Negative connotation 

is the most dominant type, generally used to portray the protagonist's alienation, 

internal conflict, and social criticism. In contrast, positive connotations appear during 

moments of self-acceptance, while neutral connotations are used to state conditions 

without specific emotional impressions. These findings are expected to provide an 

understanding of the role of connotative diction in enriching linguistic style while 

reflecting the social realities in Konbini Ningen. Future research is suggested to 

examine other semantic aspects, such as lexical meaning, sense relations, or 

ambiguity, to obtain a more comprehensive overview of linguistic meaning. 

  

Keywords: Semantics, Connotative Meaning, Diction, Konbini Ningen, Sayaka 

Murata 
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村田沙耶香の作品『コンビニ人間』 における内包的意味をもつ語彙の分

析  

―意味論的考察― 

      ジャカルタ国立大学 

アフマド・ヒルミ・フアディ 

       contact.ahfadi@gmail.com 

 

概要 

A. 背景 

 文学作品は、作者の感情や思想を表現する重要な芸術であり

、想像的文学と非想像的文学に大別される（Sumardjo & Saini, 

1997）。その中でも小説は最も包括的な要素を持ち、社会的問題を

広く描写するジャンルである（Saputro, 2021）。小説における言

語は、作者の独自性を表す重要な要素であり、とりわけ語の選択（

ディクシー）が作品の効果に大きな役割を果たす（Nurgiyantoro, 

2012; Cahyono et al., 2019）。 

 ディクシーには明示的意味と暗示的意味があり、本研究は後

者に焦点を当てる。暗示的意味は語に情緒的価値やニュアンスを付

加し、作品に深みを与えると同時に、読者に多様な解釈を可能にす

る（Chaer, 2021）。村田沙耶香の『コンビニ人間』は、主人公の

独特な語りを通じて多くの暗示的意味的表現が見られ、作者の意図

や社会的批判を理解する上で重要な役割を果たしている。 

 したがって本研究は、『コンビニ人間』における暗示的意味

ーの使用を意味論的観点から明らかにすることを目的とする。本研

究は、言語の多義性や文化的背景を踏まえた解釈を可能にし、文学

作品の理解をより豊かにするだけでなく、読者と作者の間における

コミュニケーションをより深める意義を持つ。 

 

B. 問題提供 

以上の背景に基づいて、本研究の問題提供は次の通りである： 

1. 村田沙耶香の小説『コンビニ人間』における暗示的意味はど

のように表れているのか。 

2. 村田沙耶香の小説『コンビニ人間』における暗示的意味には

どのような種類があるのか。 

 

C. 結果と検討 



 

xiv 

 

 本研究では、定性的記述手法を使用し、「観察法」における

「筆記法」というデータ収集を、「同一性判定法」における「決定

要素抽出法」というデータ分析を使用した。「決定要素抽出法」は

データを分類するための手段として、研究者の直感や理論的知 識

に依存する精神的能力を使用する方法がある 。本研究では、村田

沙耶香の小説『コンビニ人間』における暗示的意味的ディクシーを

分析対象とし、31 の発話データを収集した。その結果、Chaer（

2021）のディクシー分類および Sutedi（2011）の意味特性理論に

基づき、8 の肯定的な暗示的意味、20 の否定的な暗示的意味、3 の

中立的暗示的意味が確認された。 

 

表 1 本研究で分析した結果のデータ 

 

暗示的意味の種類 データ量 

肯定的 8 

否定的 20 

中立的 3 

合計 31 

 

 本研究の結果、否定的な意味をもつデータの数が、肯定的あ

るいは中立的な意味をもつデータよりも多くを占めていることが明

らかになった。否定的な意味の優勢は、『コンビニ人間』という小

説自体の特性によって説明することができる。すなわち、この作品

は全体的に、主人公の孤独感や内面的葛藤、さらには社会規範に対

する批判的視点を描き出しているためである。こうした状況は、不

安感や社会的圧力、周囲に対する批判的なまなざしを強調するもの

として、否定的なニュアンスを持つ語彙によって表現される傾向が

強い。 

 一方、肯定的な意味は比較的少数であり、自己受容の瞬間や

心を落ち着かせる人間関係、あるいは主人公が安堵を覚える場面な

ど、限られた箇所にのみ見られる。また、中立的な意味はごく少数

であり、明確に肯定的または否定的な印象を与えるわけではない状

況を強調するために用いられている。 

 このような分類を通して、読者は『コンビニ人間』における

暗示的意味の分布をより包括的に理解すると同時に、主人公の経験

や現実を描写する際における作者の言語表現の傾向を把握すること

ができる。 
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D. 結論 

 本研究の課題である村田沙耶香の小説『コンビニ人間』にお

ける暗示的意味の役割についての分析の結果、暗示的意味は登場人

物の感情を反映し、内面的葛藤を描き出すと同時に、社会的現実に

対する批判を表現する重要な手段であることが明らかになった。こ

れらは単なる修辞的な表現にとどまらず、強い情緒的体験を読者に

提示し、物語の複雑さをより深く理解させる役割を果たしている。

また、暗示的意味は使用される文脈によって意味が変化し、同じ語

であっても状況によって異なる解釈が可能であることが確認された

。例えば「死」や「怒り」といった語は一般的には否定的なニュア

ンスを持つが、特定の文脈では肯定的な意味を持つ場合もある。 

 

 種類の観点から見ると、全 31 件のデータのうち、肯定的な

意味が 8 件、否定的な意味が 20 件、中立的な意味が 3 件であった

。この結果から、否定的な意味が他の種類に比べて優勢であること

がわかる。この傾向は、小説の大きなテーマであるフェミニズム的

要素（性的逸脱、ジェンダーステレオタイプ、女性に対するスティ

グマ）、アイデンティティ危機（内的圧力、自己隠蔽、孤立）、お

よび社会的スティグマ（排斥、負担視、規範からの逸脱と見なされ

ること）に深く関連している。一方で、肯定的な意味は自己受容や

安堵の瞬間といった限定的な文脈に現れ、中立的な意味は肯定・否

定のどちらにも偏らない状況を表すために用いられている。 

 要するに、『コンビニ人間』における暗示的意味は、文体を

豊かにする要素であると同時に、主人公の社会的・心理的現実を映

し出す重要な役割を担っていることが確認された。否定的な意味の

優勢は、登場人物の孤独感、圧力、そして社会批判的な視点を強調

し、肯定的および中立的な意味はそのバランスを保ちながら作品全

体の意味的ダイナミズムを補強している。したがって、本研究は、

暗示的意味が小説のメッセージ性と読書体験の深みを構築する上で

不可欠な要素であることを明らかにした。 

 

 

 

 

 

 


